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中
曽
根
氏
は
旧
憲
法
下
最

後
の

年
の
衆
院
選
で
、
群

馬
３
区
（
当
時
）
か
ら
初
当

選
。
以
来

回
連
続
当
選
し
、

２
０
０
３
年
の
引
退
ま
で

年
余
、
衆
院
議
員
を
務
め
た
。

若
手
の
こ
ろ
か
ら
論
客
で
な

ら
し
「
青
年
将
校
」
と
呼
ば

れ
た
。
河
野
派
を
受
け
継
い

だ
中
曽
根
氏
は
佐
藤
政
権
批

判
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た

が
、

年
、
佐
藤
内
閣
の
運

輸
相
と
し
て
一
転
し
て
入
閣

し
、
「
風
見
鶏
」
と
皮
肉
ら

れ
た
。
こ
の
経
過
を
中
曽
根

氏
は
自
著
｢
自
省
録
｣
で
、「
将

来
総
理
を
目
指
す
た
め
の
派

閥
戦
略
」
と
記
し
て
い
る
。

田
中
内
閣
で
通
産
相
、
三

木
内
閣
で
は
自
民
党
幹
事

長
、
福
田
内
閣
で
同
党
総
務

会
長
、
鈴
木
内
閣
で
は
行
政

管
理
庁
長
官
を
歴
任
し
、

年

月
に
首
相
に
就
任
し

た
。「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
外

交
面
で
は
日
米
関
係
の
「
軍

事
同
盟
」
色
を
強
め
た
。
米

国
へ
の
武
器
技
術
供
与
を

「
武
器
輸
出
三
原
則
」
の
例

外
扱
い
と
す
る
閣
議
了
解
を

手
土
産
に
臨
ん
だ

年
１
月

の
訪
米
で
、
「
日
本
列
島
を

不
沈
空
母
に
」
と
発
言
。
内

外
に
反
響
を
呼
ん
だ
。

内
政
面
で
は
、
第
２
次
臨

時
行
政
調
査
会
（
土
光
臨
調
）

が
答
申
し
た
国
鉄
改
革
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
た
。
「
国

鉄
は
行
革
の
２
０
３
高
地
」

と
位
置
付
け
、

年

月
に

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
関
連

８
法
を
成
立
さ
せ
た
。

靖
国
神
社
参
拝
も
積
極
的

で
、

年
８
月

日
に
首
相

と
し
て
戦
後
初
め
て
公
式
参

拝
し
た
。
藤
波
孝
生
官
房
長

官
が
直
前
に
、
私
的
諮
問
機

関
の
勧
告
を
踏
ま
え
「
首
相

の
公
式
参
拝
は
憲
法
違
反
で

は
な
い
」
と
の
談
話
を
発
表

す
る
と
い
う
段
取
り
を
踏
ん

だ
う
え
で
の
参
拝
だ
っ
た
。

し
か
し
、
中
国
な
ど
か
ら
猛

反
発
を
受
け
、
以
後
参
拝
を

取
り
や
め
た
。

年
に
は
「
死
ん
だ
ふ
り

解
散
」
で
勝
負
を
か
け
、
７

月
の
衆
参
同
日
選
で
、
自
民

党
を
衆
院
３
０
４
議
席
の
圧

勝
に
導
い
た
。
中
曽
根
氏
は

同
年
、
総
裁
任
期
（
２
期
４

年
）
が
切
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
自
民
党
は
選
挙
結
果
を

受
け
、
総
裁
任
期
を
１
年
延

長
で
き
る
特
例
規
定
を
設

け
、中
曽
根
氏
は
続
投
し
た
。

政
権
末
期
の

年
２
月
、

行
財
政
改
革
の
延
長
線
上
で

売
上
税
導
入
の
関
連
法
案
を

国
会
に
提
出
し
た
が
、
中
小

企
業
な
ど
の
大
反
対
で
廃
案

に
追
い
込
ま
れ
た
。
ま
た
、

教
育
基
本
法
改
正
を
視
野
に

臨
時
教
育
審
議
会
（
臨
教
審
）

を
設
置
し
た
が
、
法
案
提
出

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
、
リ
ク
ル
ー

ト
事
件
と
も
に
か
か
わ
り
が

指
摘
さ
れ
、

年
４
月
に
は

衆
院
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
調
査

特
別
委
員
会
で
証
人
喚
問
さ

れ
、
疑
惑
を
全
面
的
に
否
定
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
絡
ん
で

は

年
５
月
、
衆
院
予
算
委

員
会
で
証
人
喚
問
を
受
け
、

自
民
党
を
離
党
し
た
が
、
２

年
後
に
復
党
し
た
。

年

月
の
衆
院
選
で
小

泉
純
一
郎
首
相
に
「
引
導
」

を
渡
さ
れ
、
い
っ
た
ん
は
拒

否
し
た
が
、
結
局
衆
院
議
員

を
引
退
し
た
。
引
退
後
も
、

自
民
党
新
憲
法
起
草
委
員
会

の
小
委
員
長
と
し
て
憲
法
改

正
問
題
に
取
り
組
む
な
ど
、

精
力
的
な
政
治
活
動
を
続
け

て
い
た
。

長
期
政
権
を
担
っ
た
中
曽
根
康
弘
（
な
か
そ
ね
・
や
す
ひ
ろ
）
元
首
相
が

日
午
前

７
時

分
、
東
京
都
内
の
病
院
で
死
去
し
た
。

歳
。
冷
戦
末
期
の
１
９
８
０
年
代
前

半
か
ら
後
半
の
約
５
年
間
、
政
権
を
担
当
。
レ
ー
ガ
ン
元
米
大
統
領
と
の
「
ロ
ン
・
ヤ

ス
関
係
」
を
は
じ
め
と
す
る
首
脳
外
交
を
展
開
。
内
政
で
も
国
鉄
分
割
・
民
営
化
な
ど

行
財
政
改
革
に
実
績
を
残
し
た
。

インタビューに答える中曽根康弘・元首相‖東京

都港区で2016年10月27日、武市公孝撮影
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